




表1.肉用牛の適温域と生産環境限界温度

低温 高温

哺 乳 子 牛 13～25 5 32

繁 殖 牛 10～15 -10 30

肥 育 牛 15～25 5 30

生産環境限界温度(℃)適温域
(℃)

※生産環境限界温度：この温度より上がる
(下がる）と牛の活動に影響が出る温度

表2.風速による体感温度の変化

環境温度(℃) 風速（m/秒） 体感温度(℃)

0.5 23.8
1.0 22.0
2.0 19.5
0.5 27.8
1.0 26.0
2.0 23.5

32.0

28.0

「暑熱対策」を考えてみませんか? 
 

ここ数年、毎年のように「今年も暑いなぁ～」という声が良く聞かれます。人間でも暑い夏、毛皮をまとい、胃の中でエサ

を発酵し続ける牛達の暑さは･･･考えずともお解りですよね。 

そこで今回は、牛たちに夏場の暑さを無事に乗り切ってもらうための「暑熱対策」についてお話ししたいと思います。農場

でのヒントになれば幸いです。 

 

（１） 牛はどこまで暑さを我慢できるのか？ 

牛にとって「好ましい気温（適温域）」と「生産性に影響を及ぼす気温（生産環

境限界温度）」を表１に示しました。 

牛が「気持ちいい」と感じられる温度は意外に低く、その範囲も狭いことがう

かがえます。牛舎内の気温が30℃を超える（牛にとって暑すぎる）と、呼吸数の

増加、食欲の減退や繁殖・肥育成績の低下が見られます。 

 更に同じ気温であっても湿度が高くなると、より暑熱によるストレスを感じや

すくなります。 

 

（２） 牛舎内でできること～換気扇・送風機での送風 

皆さんの牛舎でもすでに取り組まれているとは思いますが、今一度牛舎内の送風 

について考えてみましょう。 

 牛舎の中に熱気や湿気が籠っていては折角の送風効果を得られません。整理整頓

をし、牛舎内に「新鮮な」風の通り道を作りましょう。その時に、送風機について

いるクモの巣や埃も取ってくださいね。送風効率が良くなりますし、そのことで電

気代を抑えることもできます。 

 次に、体感温度を下げるため、牛の身体（特に汗をかき易い首から肩付近）に風

が当たるよう送風機の風向きを調整しましょう。体感温度は、秒速１ｍの風で６℃、

秒速２ｍで8.5℃下がると言われています（表２）。風速は、風湿度計で図ること

ができます。確認したい方は、お近くの普及センターまでお問い合わせください。 

 

（３） 牛舎の外からできること 

＜その１＞直射日光を防ぎましょう 

 牛舎の南面、西面に落葉樹を植えて日陰を作ったり、寒冷紗やつる性植物を植えて、畜

舎に射し込む直射日光をできるだけ遮りましょう。なお、寒冷紗等の設置は風通しが悪く

ならないようにしましょう。 

＜その２＞屋根の熱気を抑えましょう 

 夏場の日中の屋根は、80℃もの高温になる場合があります。屋根が焼けることによって

その熱気が牛舎の中にまで浸透し、送風機で風を送って温度を下げるつもりが、逆に熱風

を牛の身体に吹き付けることにもなりかねません。 

 そこで、①屋根にドロマイト石灰や断熱性塗料を塗って表面を白くする、②屋根にスプ

リンクラーなどの散水装置を設置するなどにより屋根の熱気を軽減させましょう。 

 屋根を白くすることで約５℃、散水することで約17℃牛舎内側の屋根温度を下げられた

例もあります。 

 

（４） エサ箱やウォーターカップの管理 

 気温が高くなると、エサ箱やウォーターカップに残っているサイレージや濃厚飼料がカ

ビたり腐敗したりしやすくなります。こまめに清掃を行い、いつでも清潔なエサや水を摂

取できるようにしましょう。 

 また、暑熱時は牛の飲水量40～50％増えるとも言われています。水圧や流水量をチェッ

クし、「全部の牛」が「飲みたいとき」に「飲めるだけ」の水量を確保しましょう。 

 

（５） 飼料給与の工夫 

 暑い時期には、牛達の食欲が減退します。その上、呼吸数の増加や発汗などにより、エネルギー要求量やミネラルの排泄量

は増加します。このことが牛の生産性を低下させる原因となります。 

そこで、①涼しい時間帯にエサが食べられるよう給与時間や給与回数を工夫する、②良質で消化性の高い飼料を給与する、

③粗飼料を細断して食べやすくする、④ビタミンやミネラルを給与する、⑤重曹などの緩衝剤を給与し、ルーメン内のｐH 低

下を抑える等により、採食量の低下を防いでください。 

 

 ～おわりに～ 

 「暑熱対策をするにしてもお金がかかるしなぁ…」という声が聞こえてきそうですが。ある程度の費用が必要なものもあれ

ば、工夫次第であまり費用や手間をかけずに実施できるものもあります。いくつかの技術を組み合わせることで、より効果的

な対策を行うこともできます。まずは、ご自身の牛舎を見回してできることから始めてください。 

 暑い夏はすぐそこまで来ています･･･ 

直射日光を遮る緑のカーテン 

屋根へのﾄﾞﾛﾏｲﾄ石灰塗布 


